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 連帯ユニオン 

関西ゼネラル支部 

宣 伝 部 

第７５号 

２０２４．１１． 

明るく･楽しく･元気に活動し､産業別労働運動を確立しよう！ 

１１月に定期大会を開催する我がゼネラル支

部にとって、今月はまさに「終わりと始まりの

月」です。これまで我が支部の中心的な存在と

して、理知と情熱をもって組合活動に尽力して

きた副執行委員長の２人は、それぞれの事情に

より２０２４年度をもって役員から退くことに

なりました。我がゼネラル支部を最も支えてき

たこの２人の退任は、組織にとって大きな痛手

であり、その穴は計り知れないものです。（とは

いえ、もちろん両氏はこれからも一般組合員と

して組合活動に協力します！）一方、連帯ユニ

オン関西生コン支部との共闘関係は徐々に実を

結んできています。２０２４年度第２回支部委

員会では関生支部との統合を視野に入れた密接

な共闘関係を結ぶ決議が採択され、これまで我

が支部の活動に協力してきた連帯ユニオン関西

生コン支部の組合員の中からも複数名の強力な

仲間が正式に当支部に加入しました。彼らの豊

富な活動経験と様々な技能は、必ずや当支部へ

のより一層の力になるはずです。もちろんそれ

以前からゼネラル支部で闘ってきた仲間たちも

負けてはいられません。皆で力を併せて闘わな

ければ、退任者２人の穴を埋めることはできな

いでしょう。特に２０２４年１月１６日に経団

連が提出した『労使自治を軸とした労働法制に

関する提言』を受けて、厚労省が進める法改定

の動きは極めて憂慮すべき状況です。この改定

が現行の労働法制を一層骨抜きにし、労働基準

法の最低限の保護すら危うくする可能性が高ま

っています。これを阻止するため、我々労働組

合は組織力を強化し、労働者自身がその権利を

勝ち取る以外に道はありません。今こそ立ち上

がる時です。全組合員が新たな闘争のスタート

ラインに立ち、未来を切り拓くために共に行動

しましょう。団結こそが勝利への鍵です！ 

２０２５年度に向けて 

はばたき 
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組合弾圧を首都・東京で広く伝えよ

うと、関生支部主催の反弾圧シンポジ

ウムが、10月19日国鉄労働会館で開催

され、160名が参加した。 

「事件」の背景と争点を弁護団か報告 

はじめに、「京都事件」「コンプライ

アンス事件」「和歌山広域協組事件」の

事件背景と問題点、争点をそれぞれの担

当弁護士が説明し、その後パネリストも

交えて議論した。 

安倍政権で警察国家的色彩が強化され

た時期 

望月衣塑子さん（東京新聞記者）は、刑事弾

圧がかけられた2017年2018年の政治的背景と

して、安倍政権のもと政府・官邸の意に反する

団体や個人が徹底的に批判されるなど警察国

家的色彩が強化された時期で、関生支部がター

ゲットにされた可能性が高いと。 

威力をもって会社に圧力をかける団体行動権 

木村真さん（豊中市議会議員）は、労使対等

というけれど、労働者と会社の力関係は会社が

圧倒的に強い。労働組合が威力をもって会社に

圧力をかけてはじめて対等にもっていけるの

であって、それが団体行動権である。それが否

定されると会社と対等に交渉すらできなくな

ると。 

組織で討論し決定し行動するのが労働組合 

産別組合の全港湾大阪支部委員長小林勝彦

さんは、港湾年金問題の産別ストで刑事弾圧を

受けたことに触れ、労働組合をまとめるために

組織で論議するのは当たり前。それが「共謀」

で犯罪とされたら、労働組合の存立基盤がなく

なると判決を批判した。 

一般市民ではなく労使関係の当事者の態度 

全体の議論をまとめた吉田美喜夫さん（立

命館大学名誉教授）は、刑事裁判となったど

の事件でも会社の協定不履行や団体交渉拒否

や暴力団関係者を利用した脅しがあり、それ

に対して団体行動権を行使せざるを得ない状

況があったことについて言及していないこと

を指摘。「労使関係の当事者である使用者の

態度との関係で関生支部の行為を判断する視

点を欠落させ、単に一般市民の行為として判

断している」と批判した。 

そして、裁判所の組合活動に対する偏見が

強く、組合の活動内容について深く判断した

形跡もないことから、組合側はコンプライア

ンス活動なども含めて、世論を味方にする必

要性を強調した。 

また、裁判所は企業内組合を前提とした労

働法理で考える傾向が強い。雇用関係を含む

労使関係のない企業や生コン協組に対する行

動を否定する判断の問題点を指摘した。 

京都地裁判決は2.26 

最後に、京滋実行委員会の代表が、検察が

懲役10年を求刑した「京都事件」の無罪判決

を求める署名活動と2.26判決公判への結集を

呼びかけ、シンポジュウムを終えた。 

湯川委員長の実刑判決阻止し  

   無罪判決をかちとろう！ 

（副執行委員長） 

関生弾圧＝産業別労働組合つぶしを許すな！ 
関生支部執行委員長の実刑判決阻止し無罪判決をかちとろう！ 

10.19 反弾圧シンポジウム in 東京 
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 11月3日（日）午後1時30分から「輝け 

憲法！平和と人権を－おおさか総がかり集

会」が開催されました。秋のすがすがしい日

和にも後押しされ、1200名を超える人が集ま

り、会場となった中之島の中央公会堂大集会

室は2階まで埋まりました。 

 オープニングは、川口真由美さんとカオリ

ンズのコンサート。パワーあふれる歌声が響

き渡りました。 

 その後は、二つの講演。最初は、清水雅彦

さん（日本体躯大学教授）が「憲法入門～そ

の歴史・意義と改憲論議を考えよう」と題し

て、憲法とは何かということを、立憲主義の

立場から解き明かされました。また、最近の

憲法調査会の動向にも触れ、「衆院選挙で改

憲勢力が２／３を下回ったが、今後も注視す

る必要がある」として、「労組と市民と野党

の共闘」を作っていくことなどを提案されま

した。 

 引き続き、小川たまかさんが「ミソジニー

は家父長制にあらがう女性への制裁欲」と題

して、女性を分断させる政治やマスコミにつ

いて具体的に言及し、性別によって差別され

ない社会の実現を訴えられました。 

 集会後は、西梅田公園までのデモ。社民党

副代表の大椿議員らを先頭に、憲法を守るこ

との大切さを大阪市民に訴えました。 

 さきの衆議院選挙では、裏金問題や統一教

会との癒着問題に対する市民の反発が高まる

中、自公は過半数を大きく割り込みました。

しかし、政権交代までには至らず、自公政権

が継続すると予想されています。 

これを受けて、明文改憲の動きには一定の

歯止めがかかる可能性が高いと思いますが、

憲法のより一層の空洞化が進められることが

危惧されます。岸田前首相は、軍事費を倍増

させ、2027年度にＧＤＰ比２％にすると表明

し、大軍拡に着手しています。石破首相もこ

の方針をひきつぐものと思われます。また、

市民の権利もどんどん制限されてきており、

労働組合への弾圧も異常なものとなっていま

す。関生支部への弾圧はその最たるもので

す。 

明文改憲を阻止するとともに、憲法の空洞

化を許さない闘いが必要です。 

 

11.3 輝け憲法！ 平和と人権を 

－おおさか総がかり集会 
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１０月２７日（日）、家族クラブあさがお

主催の野外バーベキュー大会に出席しまし

た。前日まで午後から雨が降るという予報も

あり雨天が心配されましたが、なんとか降雨

のないまま持続し、当日は大いに盛り上がり

ました。この日に用いられた食材には会場で

用意されたものもありましたが、多くは各支

部の組合員たちの持ち寄りです。我が支部か

らも組合員たちが肉やかまぼこ（！）を持ち

寄り、各支部の組合員と互いの持ち寄った食

材を交換し合い、交流を深めながら他の支部

と分け合って楽しみました。ただ、今回に限

らずあさがおの行事全般において以前からひ

とつだけ気になる点があります。関生支部と

ゼネラル支部の参加者を比較した際、我が支

部の組合員は個人での参加の割合が高いこと

です。同じ会場に集まる他の支部の組合員と

の差ですから、家族という固定された関係に

縛られないライフスタイルの現代的な変化だ

とかの顕在ではないでしょう。ここには組合

活動の組合員にとっての位置づけ、組織への

信頼という意味で、決して小さくない差異を

感じさせられました。思い出してみれば、ゼ

ネラル支部からこうしたレクレーションに家

族で参加する組合員は、かつての関生支部の

出身者、それ以外でも長年にわたって組合活

動を継続している組合員、組織活動に関わる

役員……（もちろんそれだけではありません

が）。当組合は長年にわたって「駆け込み相

談対応に偏った活動の打破」「個人問題から

職場の問題、職場の問題から業界の問題解決

への飛躍」という目標を掲げてきましたが、

これは実現していません。これを打破して労

働組合が長期的な問題の解決、昇給や休暇を

増やす等の労働条件の改善、そして職場や業

界に根ざした問題の抜本的な解決を図るので

あれば、組合員の仲間同士で団結し、関係を

深めて組織的な解決を図る他ありません。そ

してこうした継続的かつ前向きな労働者の権

利獲得を進める場合には、自身の生活の中に

おける労働組合の比重は不可避的に大きくな

ります。組合の力が強くなれば、余暇と賃金

が増え、余裕が生まれます。そうなれば、自

然と組合と家族の関係も近づき、組合員の家

族同士での交流も深まるはずです。単に個人

の嗜好に留まらない問題があるのではない

か。これを反省の契機とし、より組合員同士

が協力し合える組合を目指して力を尽くしま

す。             （書記長） 

 

 

家族クラブあさがお主催 

家族交流会２０２４ 
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